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自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の 

発達モデル構築の試み２ 

―自意識的段階と良心的段階の水平的成長と垂直的発達を中心として― 

 
吉 田 誠 1) 

1) 山形大学地域教育文化学部 
 

 前稿では道徳的資質・能力の具体的な内実やその発達過程を明らかにするためクッ

クグロイターの自我発達段階論と M-GTA に基づく分析から資質・能力の発達モデル

を示したが，自我発達段階における水平的成長と垂直的発達を区別することができな

かった。本研究では，縦断的研究を行うことで主に自意識的段階から良心的段階にか

けての水平的成長と垂直的発達に関わる資質・能力の発達モデルを示すことを目的と

する。分析の結果得られたモデルから，各発達段階の水平的成長と垂直的発達につな

がりうる学習活動を明らかにした他，子どもたちが自分の問題として取り組みたくな

る課題を選定することと普段から子どもたちの自我発達段階を把握して授業で１～２

段階高い見方・考え方を提示した上で学習活動を行うことが垂直的発達の促進条件と

なりうることが確認された。 
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１．はじめに 

前稿 １では道徳的資質・能力に関して，多様な人々との現実的な人間関係における道徳的な視点や思

考に関する具体的な内実やその発達過程が解明されてこなかった課題を解決するため，スザンヌ・クッ

クグロイターの自我発達段階論 ２に基づいて道徳授業のワークシート記述を分析することでコールバー

グの道徳性発達段階論による対等な人間関係における公正や正義の内容に留まらず，多様な人間関係に

おける道徳的価値の実践につながる具体的な資質・能力の発達モデルを示した。その際，小学校 3年次

と5年次に同じ担任の学級で行われた道徳授業のワークシート記述を分析することで主に自意識的段階

までの発達モデルを明らかにしたが，3 年次と 5 年次に同じ学級に在籍した児童数が 10 名であったこ

とから主に横断的研究となった。そのため発達モデルにおいて同じ自我発達段階における水平的成長と

次の発達段階へ向かう垂直的発達を区別できなかった。本研究では，クラス替えのない 5年次と 6年次

に同じ担任が実施した道徳授業のワークシート記述を分析することで自意識的段階から良心的段階の水

平的成長と垂直的発達に関わる資質・能力の発達モデルを示すことを目的とする。 
 

２．自我発達段階の水平的成長と垂直的発達 

 人間の知性や意識などの成長・発達において水平と垂直の方向を区別する議論は，主に組織経営学の

分野から生まれた成人発達理論においてなされてきた。近年，社会の急激な変化に伴い，組織経営にお

いて既存の知識やスキルを単に獲得するのではなく，多様な分野の知識やスキルをつなぎ合わせたり知

識やスキルを捉える枠組み自体を見直したりしながら，正解のない課題に向き合うのみならず，自ら問

いを立てて探究することのできる人材育成が求められている。このような状況において自らの拠り所と

なる価値観や世界観それ自体を更新しながらより高い発達段階に成長することを促す必要性から成人発
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滝口：〈居場所づくり〉実践者の「学びあうコミュニティ」はどのようにスタッフを育てているか 

宮内泰介編（2009）『半栽培の環境社会学：これからの人と自然』昭和堂。 

  

 
1 当事者の求めや思いよりも、供給側の事情や思惑を優先に設置・運営されているような「居場所」を

指す。制度化とともに広がったそれらを、阿比留（2022：27‐38）は「居場所のスプロール化」と呼ぶ。 
2 会津若松市に拠点を置くNPO（1999 年設立，2001年法人化）。フリースクール運営に始まり，現在

は通信制高校，子ども食堂，冒険ひろば等の事業を展開する。https://www.terakoyahoujyousha.com/ 
3 福島市に拠点を置くNPO（1999年設立，2003年法人化）。フリースクール運営に始まり，現在はユ

ースプレイス，こころの相談室，地域若者サポートステーション，復興交流拠点，放課後児童クラブ等

の事業を展開する。https://beans-fukushima.or.jp/ 
4 山形市で活動していたNPO（2003～2019年）。孤立しがちな若年向けのフリースペースを運営。筆

者はその共同代表であった。https://plathome.wixsite.com/plathome/ 
5 山形市で活動していたNPO（2001～2004年）。不登校の子ども向けのフリースペースを運営。筆者

は設立期に事務局長，のちに代表をつとめた（2003年 3月まで）。 
6 ビーンズと連携しながら活動する「ひきこもりの親の会」。 
7 NPO 法人明日飛子ども自立の里（1988年開園，2002 年法人化）。福島県東白川郡鮫川村を拠点に，

不登校・ひきこもり・ニート支援などの活動を行う。http://asubi.jp/ 
8 NPO 法人東京シューレ（1985 年開設，2000年法人化）。日本のフリースクール運動の草分け的存在。

東京都と千葉県に四つのフリースクールを構えるほか，学校法人をも運営。https://shure.or.jp/ 
9 認定NPO法人文化学習協同ネットワーク（1974年設立，1999年法人化，2013 年認定）。東京都三

鷹市を拠点に「子どもと若者の居場所づくりと学びの創造」にとりくむ。https://www.npobunka.net/ 
10 NPO 法人フリースクール全国ネットワーク（2001年創設・法人化）。全国のフリースクールの連携・

協力・交流を目的に，「フリースクールスタッフ養成研修」等の事業を行う。https://freeschoolnetwork.jp/ 
11 NPO 法人With 優（2007年設立，2009年法人化）。山形県米沢市を拠点に，フリースクール，若者

相談支援拠点，地域若者サポートステーション，中間就労の場づくり（カフェレストラン，会員制居酒

屋）など，多彩な事業を展開する。https://www.with-yu.net/ 
12 一般社団法人フリースペースつなぎ（2013 年創設，2018年法人化）。宮城県気仙沼市でフリースク

ール運営，親の会などの事業にとりくむ。https://space-tsunagi.com/ 
13 四つ葉学舎（2014年設立）。福島県郡山市で学びの場づくりにとりくむNPO。ビーンズのもと理事

兼スタッフで「合同研修」にも深く関与していた鈴木綾氏がビーンズを離れて創設したもの。 
14 国際協力NGOワールド・ビジョン・ジャパン（1987年設立，2002年認定NPO法人化）。東日本大

震災後，福島で復興支援の活動を行っていた。https://www.worldvision.jp/ 
15 2010 年以降がまばらなのは，2011年 3月の福島第一原発事故の影響で福島の二団体が多忙化したこ

とも関係している。ただしこの時期には，彼らを支援する別のとりくみが複数実施されており――例え

ば，福島県内の NPOスタッフを全国の支援者が相談役として支えた「ふくしま子ども支援人材メンター

事業」（2014～15年），同じく各地の支援者が猪苗代町にて実践交流を行った「ふくしまのこれからカレ

ッジ」（2015年 1月 31日～2月 1日）など――そちらで研修ニーズが満たされていたともいえる。 
16 具体的には，趣味嗜好，居場所に求めるもの等が異なる利用者間でいさかいがおきてしまったケース，

フリースクールの方針と親の意向のはざまで苦しむ利用者のケース，制約が多く感じられて動機を見失

っているボランティアのケース，スタッフ間でうまく情報共有や意思疎通ができないケースなど。 
17 具体的には，担い果たすべき業務の重さや多さに対し，スタッフの育成・研修が全く追いついていな

いがゆえのバーンアウト問題である。それは〈居場所づくり〉に関わる人びとが以前から恒常的に抱え

てきた課題であったが，この時期の福島ではそれがより短い期間，より広範な規模で生じていた。それ

らへの対処策として，「合同研修」が構築してきた「中間支援ネットワーク」が再び召喚されたのである。 
18 例えば，一般社団法人全国若者協同実践フォーラム（2005年設立，2017年法人化）が 2019年 11
月に福島県西郷村で開催した合宿研修「南東北小さな実践交流会」や宮城・福島・山形の〈居場所づく

り〉実践者が集うオンライン研修会「居場所の文化を語る」（2021年 5月より毎月開催）など。 
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えられるようになることであると考えられる。 
成人と子どもにおける水平的成長，垂直的発達の前提条件を比較した場合，それまでの経験から得ら

れた知識やスキルの量に明らかに大きな違いがあると考えられる。成人の長年の経験に基づいて構築さ

れた知識やスキルの膨大な連関をさらに包括的な枠組みから捉え直すために必要な時間と労力に比べれ

ば，子どもが経験から得られた知識やスキルの連関をより包括的な枠組みから捉え直すことは比較的短

期間で可能になることが想定される。ピアジェの青年期までの発達段階における7～11歳とされる具体

的操作期と 11 歳頃からとされる形式的操作期が一定の年齢期と対応関係にあることは学校教育の内容

や方法によって支えられていると思われる。このことから考えれば，自己や周囲の人間関係，社会を捉

える見方・考え方に関して垂直的発達を促す要因を解明し，道徳教育に取り入れることで将来的に現在

よりも高い発達段階まで成長を遂げた子どもたちを社会に送り出すことは十分可能であると考えられる。 
また，水平的成長と垂直的発達はそれほど明確に区別されるものではなく，垂直的発達の停滞期には

渦巻き状，垂直的発達の進展期には水平的成長と同時にスパイラル状に発達すると考えられる。道徳的

な資質・能力の観点からは水平的成長にも垂直的発達にも見方・考え方の成長，発達が含まれるが，水

平的成長につながる見方・考え方の成長と垂直的発達につながる見方・考え方の発達を区別して捉える

ことは，子どもたち一人ひとりの成長，発達の状況の違いを捉えた上で，今まさに垂直的発達をしつつ

ある子どもに焦点を当てた教材選択や発問づくりをすることに役立てることができると考えられる。 
 
３．研究方法 

 本研究では，Y小学校で５年生から６年生にかけて同じ担任の持ち上がり学級の児童33名について，

５年生と６年生の時に実施された道徳科の単元授業のワークシート記述を当初の分析データとして用い

て修正型グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下 M-GTA とする）による分析を行った。分析の

視点としてクックグロイターによる自我発達段階の特徴に関する記述を参考にワークシート記述の内容

から発達段階を検討しながら各自我発達段階の特徴的な視点や思考を概念化した。そして，５年生から

６年生にかけて自我発達段階が上昇した児童と同じ段階に留まった児童に分けてそれぞれ特徴的な視点

や思考をモデル化することで，水平的成長と垂直的発達のそれぞれに関わる視点や思考を明らかにした。

その上で，モデルの妥当性を検証するため，前稿で明らかにした概念やモデルとの整合性を確認した。 
 ５年次の道徳科の単元授業は，学級目標の達成を目指して各時点での学級目標の達成度と課題を確認

し，取り組むべき重点目標を設定する学級活動と，重点目標に関わる複数の道徳授業で構成されている。

６年次の道徳科の単元授業は，学級活動で小学校卒業前に中学校で頑張りたいことと将来の夢を確認し，

スティーブ・ジョブズの生涯の年表や人柄を示すエピソード，残した名言をA４用紙１０枚にまとめた

エピソードファイルを読んで感想を書くことを宿題とする事前学習を行った後，道徳授業でジョブズの

幼少期，アップル創設期，アップル退職から復帰後永眠までの生き方を扱った三つの自作教材を用いて

学習した上で，夢を見つけたり夢の実現に向かったりするために大切なことを考えさせる学級活動を行

う形で構成されている。各単元授業の概要については表 1と表 2に示した。 
 
４．分析と考察 

 子どもたちのワークシートの記述については明らかな誤字脱字を修正した上でデータ化し，M-GTA
による分析を行った。まず，６年次の５回の単元授業のノートとエピソードファイルの記述データにつ

いて自我発達段階の評価を行い，順応的段階，自意識的段階，良心的段階，個人主義的段階の四つの段

階に該当する回答が見られることを確認した ９。児童 33 名の 5 年次と 6 年次の各自我発達段階毎の人

数を表３に示す。その上でM-GTA を用いて同じ自我発達段階と評価された記述からデータ数が最も多

い自意識的段階と良心的段階の特徴的な視点や思考を概念化した。概念化に際してはクックグロイター

の各自我発達段階についての特徴に関する記述を参考にした。６年次の M-GTA 分析からは，自意識的

段階で２個，良心的段階で６個の大項目概念と良心的段階で１９個の小項目概念が抽出された。表４に

６年次データのM-GTA による大項目概念と定義およびワークシートの記述例を示す。 
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達理論に基づく人材育成が行われている ３。このことは，学校教育においても，従来の社会において求

められてきた発達段階よりもさらに高い段階への発達を促すことが求められつつあることを示している。 
成人発達理論の研究者としてはピアジェやコールバーグの発達理論を発展的に引き継いだロバート・

キーガン，カート・フィッシャー，スザンヌ・クックグロイターなどが挙げられる。成人の知性の発達

段階を明らかにしたロバート・キーガンは発達のイメージを説明する際に，階段状の図を示して，水平

の動きを「『台地』の上」での「進歩」，次の発達段階へと進む動きを「次の台地への坂を上る」と区別

して表現している ４。キーガンとフィッシャーの成人発達理論を基にしながらも主にフィッシャーに依

拠して成人発達理論を論じた加藤洋平は「水平的成長」を知識やスキルなどの「能力の成長」，「垂直的

成長」を認識の枠組みや人間性などの「器の成長」と捉え，フィッシャーの理論を「能力の成長モデル」，

キーガンの理論を「器の成長モデル」と両者を明確に区別して捉えている ５。また，本稿で取り上げる

クックグロイターの自我発達段階も参照しながらキーガンとフィッシャーの理論を統合的に捉えようと

した鈴木規夫は，「水平的成長」ないし「水平的発達」を「現在の発達段階の枠組みの中で成長をするこ

と」と定義し，現在の発達段階の能力をより効果的に発揮するために習得した知識や技術を既存のもの

と関連づけたり活用したりすることや，リフレイミングと呼ばれる現在直面している悩みを別の角度か

ら解釈し直すことをその例として挙げている。これに対して「垂直的発達」ないし「垂直的成長」は「意

識の構造が高次の発達段階に向けて垂直に上がること」と定義し，「水平的な成長では対処できない高い

難易度の課題や問題と直面したときにやむにやまれずに起こる」もので，「長年にわたり水平的な成長を

地道に取り組み続けることが―それだけが―垂直的な成長を実現するための道であるとさえ言える」と

述べている ６。このように加藤や鈴木は認識の枠組みの成長を視野に入れつつも垂直的成長には長期的

な労力が必要であると考えることから，主にはフィッシャーの能力の成長に重点を置いている。 
クックグロイターは，「特定の段階の中で起こる水平的発達」を「新しいスキル，新しい方法，新しい

事実，さらには新しい知識の整理方法を学ぶこと」を通して「より多様な領域，より多くの文脈と詳細

を含むように，そしてそれらの間により多くのつながりを確立するために，現在の自己と現実の見方は

洗練され，豊かになり，修正される」ことと述べている。そして，彼女は「垂直的発達」を「新しい段

階が前の段階をサブセットとして含み込む」ことで「それまでの意味体系全体が，より広範で包括的な

新しい自己理論や世界理論へと変容し，再構築される」ことと述べている。クックグロイターは「成人

の成長のほとんどが特定の段階の中で起こる」としながらも，「新しい段階への移行は状況が良好で本人

が変化を受け容れられれば約 5年かかるとされているが，よく設計された発達プログラムに参加すれば

1 年」に短縮可能であると論じている７。このように，クックグロイターは「垂直的発達」について鈴木

より短期的に起こりうると捉えているが，この違いは発達段階をクックグロイターは認知の変化として

捉えているのに対して，鈴木は行動や習慣も含めた変化として捉えている８ことによるものと思われる。 
以上の議論では「成長」と「発達」は明確に使い分けられていないが，一般に「成長」は量的側面，

「発達」は質的側面で用いられることが多い。そこで本稿では「水平的成長」と「垂直的発達」と表記

する。そして，以上の議論を踏まえて，水平的成長は自己や周囲の人間関係，社会を捉える見方・考え

方の枠組みは変えずにより多くの知識やスキルを相互に関連づけて理解することでそれらの内容をより

豊かにすること，垂直的発達はそれまでの見方・考え方の枠組みを含めてより包括的な枠組みから捉え

直すことで自己や周囲の人間関係，社会を捉える新たな枠組みに基づく見方・考え方もできるようにな

ること，と定義する。道徳科の学習に即して言えば，水平的成長は，例えば，親切とは何か，親切をす

る側とされる側がそれぞれどのように感じるか，相手に親切にすることが求められる場面としてどのよ

うな場面があるか，また，親切にする際に望ましい言動は何か，といった道徳的価値に関する知識や道

徳的行為を実践するためのスキルを獲得し，より広範な場面で実践可能になることであると考えられる。

垂直的発達は，例えば，それまで親切を「相手がして欲しいことをしてあげること」と捉えていたとこ

ろから，「状況によっては他の人々との関わり方も含めて相手の人生にとって必要なこと，あるいはプラ

スになることかどうかを判断した上で，相手がして欲しいことをしてあげること」というように，道徳

的問題に関わる自己や相手，周囲の人間関係，社会を捉える見方・考え方をより包括的な枠組みから捉
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えられるようになることであると考えられる。 
成人と子どもにおける水平的成長，垂直的発達の前提条件を比較した場合，それまでの経験から得ら

れた知識やスキルの量に明らかに大きな違いがあると考えられる。成人の長年の経験に基づいて構築さ

れた知識やスキルの膨大な連関をさらに包括的な枠組みから捉え直すために必要な時間と労力に比べれ

ば，子どもが経験から得られた知識やスキルの連関をより包括的な枠組みから捉え直すことは比較的短

期間で可能になることが想定される。ピアジェの青年期までの発達段階における7～11歳とされる具体

的操作期と 11 歳頃からとされる形式的操作期が一定の年齢期と対応関係にあることは学校教育の内容

や方法によって支えられていると思われる。このことから考えれば，自己や周囲の人間関係，社会を捉

える見方・考え方に関して垂直的発達を促す要因を解明し，道徳教育に取り入れることで将来的に現在

よりも高い発達段階まで成長を遂げた子どもたちを社会に送り出すことは十分可能であると考えられる。 
また，水平的成長と垂直的発達はそれほど明確に区別されるものではなく，垂直的発達の停滞期には

渦巻き状，垂直的発達の進展期には水平的成長と同時にスパイラル状に発達すると考えられる。道徳的

な資質・能力の観点からは水平的成長にも垂直的発達にも見方・考え方の成長，発達が含まれるが，水

平的成長につながる見方・考え方の成長と垂直的発達につながる見方・考え方の発達を区別して捉える

ことは，子どもたち一人ひとりの成長，発達の状況の違いを捉えた上で，今まさに垂直的発達をしつつ

ある子どもに焦点を当てた教材選択や発問づくりをすることに役立てることができると考えられる。 
 
３．研究方法 

 本研究では，Y小学校で５年生から６年生にかけて同じ担任の持ち上がり学級の児童33名について，

５年生と６年生の時に実施された道徳科の単元授業のワークシート記述を当初の分析データとして用い

て修正型グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下 M-GTA とする）による分析を行った。分析の

視点としてクックグロイターによる自我発達段階の特徴に関する記述を参考にワークシート記述の内容

から発達段階を検討しながら各自我発達段階の特徴的な視点や思考を概念化した。そして，５年生から

６年生にかけて自我発達段階が上昇した児童と同じ段階に留まった児童に分けてそれぞれ特徴的な視点

や思考をモデル化することで，水平的成長と垂直的発達のそれぞれに関わる視点や思考を明らかにした。

その上で，モデルの妥当性を検証するため，前稿で明らかにした概念やモデルとの整合性を確認した。 
 ５年次の道徳科の単元授業は，学級目標の達成を目指して各時点での学級目標の達成度と課題を確認

し，取り組むべき重点目標を設定する学級活動と，重点目標に関わる複数の道徳授業で構成されている。

６年次の道徳科の単元授業は，学級活動で小学校卒業前に中学校で頑張りたいことと将来の夢を確認し，

スティーブ・ジョブズの生涯の年表や人柄を示すエピソード，残した名言をA４用紙１０枚にまとめた

エピソードファイルを読んで感想を書くことを宿題とする事前学習を行った後，道徳授業でジョブズの

幼少期，アップル創設期，アップル退職から復帰後永眠までの生き方を扱った三つの自作教材を用いて

学習した上で，夢を見つけたり夢の実現に向かったりするために大切なことを考えさせる学級活動を行

う形で構成されている。各単元授業の概要については表 1と表 2に示した。 
 
４．分析と考察 

 子どもたちのワークシートの記述については明らかな誤字脱字を修正した上でデータ化し，M-GTA
による分析を行った。まず，６年次の５回の単元授業のノートとエピソードファイルの記述データにつ

いて自我発達段階の評価を行い，順応的段階，自意識的段階，良心的段階，個人主義的段階の四つの段

階に該当する回答が見られることを確認した ９。児童 33 名の 5 年次と 6 年次の各自我発達段階毎の人

数を表３に示す。その上でM-GTA を用いて同じ自我発達段階と評価された記述からデータ数が最も多

い自意識的段階と良心的段階の特徴的な視点や思考を概念化した。概念化に際してはクックグロイター

の各自我発達段階についての特徴に関する記述を参考にした。６年次の M-GTA 分析からは，自意識的

段階で２個，良心的段階で６個の大項目概念と良心的段階で１９個の小項目概念が抽出された。表４に

６年次データのM-GTA による大項目概念と定義およびワークシートの記述例を示す。 
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達理論に基づく人材育成が行われている ３。このことは，学校教育においても，従来の社会において求

められてきた発達段階よりもさらに高い段階への発達を促すことが求められつつあることを示している。 
成人発達理論の研究者としてはピアジェやコールバーグの発達理論を発展的に引き継いだロバート・

キーガン，カート・フィッシャー，スザンヌ・クックグロイターなどが挙げられる。成人の知性の発達

段階を明らかにしたロバート・キーガンは発達のイメージを説明する際に，階段状の図を示して，水平

の動きを「『台地』の上」での「進歩」，次の発達段階へと進む動きを「次の台地への坂を上る」と区別

して表現している ４。キーガンとフィッシャーの成人発達理論を基にしながらも主にフィッシャーに依

拠して成人発達理論を論じた加藤洋平は「水平的成長」を知識やスキルなどの「能力の成長」，「垂直的

成長」を認識の枠組みや人間性などの「器の成長」と捉え，フィッシャーの理論を「能力の成長モデル」，

キーガンの理論を「器の成長モデル」と両者を明確に区別して捉えている ５。また，本稿で取り上げる

クックグロイターの自我発達段階も参照しながらキーガンとフィッシャーの理論を統合的に捉えようと

した鈴木規夫は，「水平的成長」ないし「水平的発達」を「現在の発達段階の枠組みの中で成長をするこ

と」と定義し，現在の発達段階の能力をより効果的に発揮するために習得した知識や技術を既存のもの

と関連づけたり活用したりすることや，リフレイミングと呼ばれる現在直面している悩みを別の角度か

ら解釈し直すことをその例として挙げている。これに対して「垂直的発達」ないし「垂直的成長」は「意

識の構造が高次の発達段階に向けて垂直に上がること」と定義し，「水平的な成長では対処できない高い

難易度の課題や問題と直面したときにやむにやまれずに起こる」もので，「長年にわたり水平的な成長を

地道に取り組み続けることが―それだけが―垂直的な成長を実現するための道であるとさえ言える」と

述べている ６。このように加藤や鈴木は認識の枠組みの成長を視野に入れつつも垂直的成長には長期的

な労力が必要であると考えることから，主にはフィッシャーの能力の成長に重点を置いている。 
クックグロイターは，「特定の段階の中で起こる水平的発達」を「新しいスキル，新しい方法，新しい

事実，さらには新しい知識の整理方法を学ぶこと」を通して「より多様な領域，より多くの文脈と詳細

を含むように，そしてそれらの間により多くのつながりを確立するために，現在の自己と現実の見方は

洗練され，豊かになり，修正される」ことと述べている。そして，彼女は「垂直的発達」を「新しい段

階が前の段階をサブセットとして含み込む」ことで「それまでの意味体系全体が，より広範で包括的な

新しい自己理論や世界理論へと変容し，再構築される」ことと述べている。クックグロイターは「成人

の成長のほとんどが特定の段階の中で起こる」としながらも，「新しい段階への移行は状況が良好で本人

が変化を受け容れられれば約 5年かかるとされているが，よく設計された発達プログラムに参加すれば

1 年」に短縮可能であると論じている７。このように，クックグロイターは「垂直的発達」について鈴木

より短期的に起こりうると捉えているが，この違いは発達段階をクックグロイターは認知の変化として

捉えているのに対して，鈴木は行動や習慣も含めた変化として捉えている８ことによるものと思われる。 
以上の議論では「成長」と「発達」は明確に使い分けられていないが，一般に「成長」は量的側面，

「発達」は質的側面で用いられることが多い。そこで本稿では「水平的成長」と「垂直的発達」と表記

する。そして，以上の議論を踏まえて，水平的成長は自己や周囲の人間関係，社会を捉える見方・考え

方の枠組みは変えずにより多くの知識やスキルを相互に関連づけて理解することでそれらの内容をより

豊かにすること，垂直的発達はそれまでの見方・考え方の枠組みを含めてより包括的な枠組みから捉え

直すことで自己や周囲の人間関係，社会を捉える新たな枠組みに基づく見方・考え方もできるようにな

ること，と定義する。道徳科の学習に即して言えば，水平的成長は，例えば，親切とは何か，親切をす

る側とされる側がそれぞれどのように感じるか，相手に親切にすることが求められる場面としてどのよ

うな場面があるか，また，親切にする際に望ましい言動は何か，といった道徳的価値に関する知識や道

徳的行為を実践するためのスキルを獲得し，より広範な場面で実践可能になることであると考えられる。

垂直的発達は，例えば，それまで親切を「相手がして欲しいことをしてあげること」と捉えていたとこ

ろから，「状況によっては他の人々との関わり方も含めて相手の人生にとって必要なこと，あるいはプラ

スになることかどうかを判断した上で，相手がして欲しいことをしてあげること」というように，道徳

的問題に関わる自己や相手，周囲の人間関係，社会を捉える見方・考え方をより包括的な枠組みから捉
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表４ ６年次データの M-GTAによる大項目概念と定義およびワークシートの記述例 

概念（自我発達段階） 定義（上段）と記述例（下段） 

①自分の内面的課題の

自覚（自意識的段階） 

自分の内面的な課題を抽象的に述べ，その裏返しの形で克服方法に触れている。 
私は前向きに考えることをあまりできません。なので，私もジョブズのように前向きに考えて，

次にチャレンジしていきたいです。 

②第三者的な分析・評

価（自意識的段階） 

教材の登場人物の言動を第三者的視点から分析したり，評価したりする。 
変人ですごくおこりっぽいジョブズがこんなことを言うなんてびっくりです。でも人生いいこ

とが続くとダメダメな人間になってしまいます。もしかしたら，これを機にジョブズは少し変

わったのかもしれません。 

③適切な推察（良心的

段階） 

子どもの経験の範囲内で概ね適用可能で有効な推察がされている。 
自分が間違っていたとしてもごまかさずに認めるというところが良いと思いました。だからい

ろんな人に信頼されるし，正しい場所へ行けるのだと考えました。そしてそれが apple 成功の

秘訣かと思います。 

④アドバイス（良心的

段階） 

子どもの経験の範囲内で概ね適切なアドバイスをしている。 
私は電話するときに会社員のふりをする必要はないと思います。なぜなら，私の考えでは子ど

もの工作など，色々な活動・勉強につかうのなら「いいよ」などとOK をしてくれる人が多い

と思うからです。 

⑤適切な教訓（良心的

段階） 

主人公の言動から子どもにとって適切な教訓を述べている。 
今日の授業で，夢を実現するために，目標をたてることが大切だと感じました。あまり大きな

「夢」に向かうのではなく，小さな「目標」をたてて達成していくことが大切だと思います。 

⑥自分の内面的な省察

（良心的段階） 

自分の内面的な課題を振り返って省察している。 
私は，すべてがうまくいくと思って予定を立てています。なので私は「こういうことがあるか

もしれない」と考えて行動していくことを心がけたいです。 

⑦達成的思考（良心的

段階） 

自分の目標を設定し，課題を克服して達成する方法について具体的に述べている。 
夢をかなえるためにはたくさん勉強をしないといけないのにやっていなかったらなれるわけが

ないからです。私は夢をかなえるために，いやでやりたくないこと苦手なことにも挑戦してそ

れを努力して続けていきたいです。 

⑧両面の認識（良心的

段階） 

物事のよい面と悪い面，顕在的な面と潜在的な面等の両方に触れている。 
やったことは悪いのかもしれないけれど，そういうふうにやりたいことをかなえようとする行

動も大切なんじゃないのかと思いました。 
 

表５ ５年次データの M-GTAによる大項目概念と定義およびワークシートの記述例 

概念（自我発達段階） 定義（上段）と記述例（下段） 

１．疑問・独自解釈（自

意識的段階） 

教材の筋書きに対して疑問を提示したり独自の解釈を示したりする。 
すれちがいではよし子さんの親が全て悪いと思いました。なぜなら遊ぶと分かっていて電話も

来たのに「遅れます」と言わないでそのままスルーしてしまっていたからです。 

２．第三者的な分析・評

価（自意識的段階） 

教材の登場人物の言動を第三者的視点から分析したり，評価したりする。 
僕はどっちもどっちだと思いました。買い物に時間がかかって遅れてしまったえり子，自分の

都合で時間を決めたよし子どっちも悪いと思いました。だからどちらも謝ればいいと思いまし

た。 

３．自他両方の捉え（自

意識的段階） 

自分と他者の両方にとってよいように考えようとしているが具体的ではない。 
自分だけが大事だったら，自分のことしかかんがえられないし，相手しか大事にしなかったら

相手がいなくなったとき，何を大事にすればいいかわからなくなってしまいます。だから自分

も相手も大切にしたほうがいいと思います。 

４．自分や自分の個性

重視（自意識的段階） 

順応的段階の他者重視のみの理想的発言とは異なり，自分の個性や考えも通そうとする。 
ぼくは自分勝手とみんなのことしか考えないの間の人間になりたいです。理由は自分のことも

ちゃんと考えてるし相手のことも考えられたらすごくいい人になれるからです。 

５．他者の内面に対す

る推察の並列（自意識

的段階） 

登場人物の言動の背景にある内面的な思考や感情についての推察を複数並列している。 
ぼくは最初ひろし君がマスクを忘れてしまって次ひろし君がまたやらかした時，全然責めない

でいたのですごくやさしい人だったのか，わざとじゃなかったから許してくれたのか自分も少

し悪いところがあったと思ったのかと思います。 
６．他者の内面の類型

的理解（自意識的段階） 
登場人物の言動から内面的な性格を単純な類型に当てはめて表現する。 
ひろしが責めなかった理由は多分ひろしは言い返せないタイプの人なのであって，心の中では
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表１ 5年生 10月に実施した単元授業の概要 
授業日 2020/10/16 2020/10/19 2020/10/22 2020/10/28 2020/11/2 
教科・領域 道徳科 道徳科 道徳科 道徳科 学級活動 
内容項目 相互理解・寛容 相互理解・寛容 相互理解・寛容 相互理解・寛容 ― 
教材 3 つの資料（事

前に読ませた） 
折れたタワー すれちがい ブランコ乗り

とピエロ 
―  

ねらい 様々な考えをもつ人たちとの折り合いのつけ方を考えることで互いに認め合い，より
よい生活をつくる 

テーマ それぞれの資料に
共通することは何
だろう？ 

相手やみんなと
折り合いをつけ
るために大切に
したいことって
何だろう？ 

自分と相手 すれ
ちがったとき，折り
合いをつけるため
に大切なことって
何だろう？ 

ピエロはなぜサ
ムと折り合いを
つけて，一緒に演
技することがで
きたのだろう？ 

折り合いをつけ
られるクラスに
なるために大切
にしたいことっ
て何だろう？ 

ワークシ
ートの問
い 

それぞれの資料を
読んで思ったこ
と・折り合いをつ
けるために大切な
こと 

もし自分がひろ
しだったら・本
当は責めたいひ
ろし。それでも
責めないのはな
ぜだろう？・ふ
りかえり 

自分と相手すれち
がったとき，折り合
いをつけるために
大切なことは？・二
人がこれから先す
れちがわないため
にはどうすればよ
いのだろう？・ふり
かえり 

ピエロとサムは
おたがいに何が
大切だと気づい
て折り合いをつ
けることができ
たのだろう？・ふ
りかえり 

今回のユニット
学習をふりかえ
って 

 

表 2 6年生 11月に実施した単元授業の概要 
授業日 2021/11/1 2021/11/4 2021/11/8 2021/11/12 2021/11/17 
教科・領域 学級活動 道徳科 道徳科 道徳科 学級活動 
内容項目 ― 個性の伸長 真理の探究 希望と勇気，努力

と強い意志 
― 

教材 ― ジョブズ誕生 アップル誕生 復活への道のり ― 
ねらい 夢をもったり，夢に近づいたりするために大切なことを考える 
テーマ 中学校で頑張り

たいことと将来
の夢 

ジョブズと自分を
重ねて，自分のよ
さと伸びしろにつ
いて考えよう 

ジョブズがなぜ
人気の製品を生
み出すことがで
きたのか考えよ
う 

ジョブズがなぜ
夢を叶えること
ができたのかを
考えよう 

夢の実現や夢を見つ
けるために，今自分が
すべきことを考えよ
う 

ワークシ
ートの問
い 

スティーブ・ジ
ョブズの生き方
から夢を見つけ
たり夢に近づい
たりするために
大切なことを考
えよう 

なぜジョブズは小
学生の時にこの夢
（みんなが驚くも
のを作りたい）を
もつことになった
のだろう・自分の
よさと伸びしろっ
て何？・振り返り 

ジョブズはなぜ
人気の製品を生
み出すことがで
きたのだろう・
振り返り 

ジョブズはなぜ
夢を実現するこ
とができたのだ
ろう・振り返り 

今の自分の目標とそ
の目標を達成するた
めに取り組みたいこ
とは？・振り返り・夢
を持ったり夢に近づ
いたりするために大
切なことを考えよう 

 
表３ 各自我発達段階の分布（人）  

5年生 6年生 

順応的段階 ５ １ 

自意識的段階 １２ １０ 

良心的段階 １２ １４ 

個人主義的段階 ４ ８ 
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表４ ６年次データの M-GTAによる大項目概念と定義およびワークシートの記述例 

概念（自我発達段階） 定義（上段）と記述例（下段） 

①自分の内面的課題の

自覚（自意識的段階） 

自分の内面的な課題を抽象的に述べ，その裏返しの形で克服方法に触れている。 
私は前向きに考えることをあまりできません。なので，私もジョブズのように前向きに考えて，

次にチャレンジしていきたいです。 

②第三者的な分析・評

価（自意識的段階） 

教材の登場人物の言動を第三者的視点から分析したり，評価したりする。 
変人ですごくおこりっぽいジョブズがこんなことを言うなんてびっくりです。でも人生いいこ

とが続くとダメダメな人間になってしまいます。もしかしたら，これを機にジョブズは少し変

わったのかもしれません。 

③適切な推察（良心的

段階） 

子どもの経験の範囲内で概ね適用可能で有効な推察がされている。 
自分が間違っていたとしてもごまかさずに認めるというところが良いと思いました。だからい

ろんな人に信頼されるし，正しい場所へ行けるのだと考えました。そしてそれが apple 成功の

秘訣かと思います。 

④アドバイス（良心的

段階） 

子どもの経験の範囲内で概ね適切なアドバイスをしている。 
私は電話するときに会社員のふりをする必要はないと思います。なぜなら，私の考えでは子ど

もの工作など，色々な活動・勉強につかうのなら「いいよ」などとOK をしてくれる人が多い

と思うからです。 

⑤適切な教訓（良心的

段階） 

主人公の言動から子どもにとって適切な教訓を述べている。 
今日の授業で，夢を実現するために，目標をたてることが大切だと感じました。あまり大きな

「夢」に向かうのではなく，小さな「目標」をたてて達成していくことが大切だと思います。 

⑥自分の内面的な省察

（良心的段階） 

自分の内面的な課題を振り返って省察している。 
私は，すべてがうまくいくと思って予定を立てています。なので私は「こういうことがあるか

もしれない」と考えて行動していくことを心がけたいです。 

⑦達成的思考（良心的

段階） 

自分の目標を設定し，課題を克服して達成する方法について具体的に述べている。 
夢をかなえるためにはたくさん勉強をしないといけないのにやっていなかったらなれるわけが

ないからです。私は夢をかなえるために，いやでやりたくないこと苦手なことにも挑戦してそ

れを努力して続けていきたいです。 

⑧両面の認識（良心的

段階） 

物事のよい面と悪い面，顕在的な面と潜在的な面等の両方に触れている。 
やったことは悪いのかもしれないけれど，そういうふうにやりたいことをかなえようとする行

動も大切なんじゃないのかと思いました。 
 

表５ ５年次データの M-GTAによる大項目概念と定義およびワークシートの記述例 

概念（自我発達段階） 定義（上段）と記述例（下段） 

１．疑問・独自解釈（自

意識的段階） 

教材の筋書きに対して疑問を提示したり独自の解釈を示したりする。 
すれちがいではよし子さんの親が全て悪いと思いました。なぜなら遊ぶと分かっていて電話も

来たのに「遅れます」と言わないでそのままスルーしてしまっていたからです。 

２．第三者的な分析・評

価（自意識的段階） 

教材の登場人物の言動を第三者的視点から分析したり，評価したりする。 
僕はどっちもどっちだと思いました。買い物に時間がかかって遅れてしまったえり子，自分の

都合で時間を決めたよし子どっちも悪いと思いました。だからどちらも謝ればいいと思いまし

た。 

３．自他両方の捉え（自

意識的段階） 

自分と他者の両方にとってよいように考えようとしているが具体的ではない。 
自分だけが大事だったら，自分のことしかかんがえられないし，相手しか大事にしなかったら

相手がいなくなったとき，何を大事にすればいいかわからなくなってしまいます。だから自分

も相手も大切にしたほうがいいと思います。 

４．自分や自分の個性

重視（自意識的段階） 

順応的段階の他者重視のみの理想的発言とは異なり，自分の個性や考えも通そうとする。 
ぼくは自分勝手とみんなのことしか考えないの間の人間になりたいです。理由は自分のことも

ちゃんと考えてるし相手のことも考えられたらすごくいい人になれるからです。 

５．他者の内面に対す

る推察の並列（自意識

的段階） 

登場人物の言動の背景にある内面的な思考や感情についての推察を複数並列している。 
ぼくは最初ひろし君がマスクを忘れてしまって次ひろし君がまたやらかした時，全然責めない

でいたのですごくやさしい人だったのか，わざとじゃなかったから許してくれたのか自分も少

し悪いところがあったと思ったのかと思います。 
６．他者の内面の類型

的理解（自意識的段階） 
登場人物の言動から内面的な性格を単純な類型に当てはめて表現する。 
ひろしが責めなかった理由は多分ひろしは言い返せないタイプの人なのであって，心の中では
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吉田：自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の発達モデル構築の試み２ 

表１ 5年生 10月に実施した単元授業の概要 
授業日 2020/10/16 2020/10/19 2020/10/22 2020/10/28 2020/11/2 
教科・領域 道徳科 道徳科 道徳科 道徳科 学級活動 
内容項目 相互理解・寛容 相互理解・寛容 相互理解・寛容 相互理解・寛容 ― 
教材 3 つの資料（事

前に読ませた） 
折れたタワー すれちがい ブランコ乗り

とピエロ 
―  

ねらい 様々な考えをもつ人たちとの折り合いのつけ方を考えることで互いに認め合い，より
よい生活をつくる 

テーマ それぞれの資料に
共通することは何
だろう？ 

相手やみんなと
折り合いをつけ
るために大切に
したいことって
何だろう？ 

自分と相手 すれ
ちがったとき，折り
合いをつけるため
に大切なことって
何だろう？ 

ピエロはなぜサ
ムと折り合いを
つけて，一緒に演
技することがで
きたのだろう？ 

折り合いをつけ
られるクラスに
なるために大切
にしたいことっ
て何だろう？ 

ワークシ
ートの問
い 

それぞれの資料を
読んで思ったこ
と・折り合いをつ
けるために大切な
こと 

もし自分がひろ
しだったら・本
当は責めたいひ
ろし。それでも
責めないのはな
ぜだろう？・ふ
りかえり 

自分と相手すれち
がったとき，折り合
いをつけるために
大切なことは？・二
人がこれから先す
れちがわないため
にはどうすればよ
いのだろう？・ふり
かえり 

ピエロとサムは
おたがいに何が
大切だと気づい
て折り合いをつ
けることができ
たのだろう？・ふ
りかえり 

今回のユニット
学習をふりかえ
って 

 

表 2 6年生 11月に実施した単元授業の概要 
授業日 2021/11/1 2021/11/4 2021/11/8 2021/11/12 2021/11/17 
教科・領域 学級活動 道徳科 道徳科 道徳科 学級活動 
内容項目 ― 個性の伸長 真理の探究 希望と勇気，努力

と強い意志 
― 

教材 ― ジョブズ誕生 アップル誕生 復活への道のり ― 
ねらい 夢をもったり，夢に近づいたりするために大切なことを考える 
テーマ 中学校で頑張り

たいことと将来
の夢 

ジョブズと自分を
重ねて，自分のよ
さと伸びしろにつ
いて考えよう 

ジョブズがなぜ
人気の製品を生
み出すことがで
きたのか考えよ
う 

ジョブズがなぜ
夢を叶えること
ができたのかを
考えよう 

夢の実現や夢を見つ
けるために，今自分が
すべきことを考えよ
う 

ワークシ
ートの問
い 

スティーブ・ジ
ョブズの生き方
から夢を見つけ
たり夢に近づい
たりするために
大切なことを考
えよう 

なぜジョブズは小
学生の時にこの夢
（みんなが驚くも
のを作りたい）を
もつことになった
のだろう・自分の
よさと伸びしろっ
て何？・振り返り 

ジョブズはなぜ
人気の製品を生
み出すことがで
きたのだろう・
振り返り 

ジョブズはなぜ
夢を実現するこ
とができたのだ
ろう・振り返り 

今の自分の目標とそ
の目標を達成するた
めに取り組みたいこ
とは？・振り返り・夢
を持ったり夢に近づ
いたりするために大
切なことを考えよう 

 
表３ 各自我発達段階の分布（人）  

5年生 6年生 

順応的段階 ５ １ 

自意識的段階 １２ １０ 

良心的段階 １２ １４ 

個人主義的段階 ４ ８ 
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図１ 第１回 M-GTA結果図 

 
ける視点や思考の特徴に学年を超えた共通点が見られることが明らかになった。しかし，自我発達段階

の垂直的発達に関わる概念間のつながりや水平的成長に関わる概念間のつながりを明確にすることはで

きなかった。そこで，自意識的段階から良心的段階および良心的段階から個人主義的段階への発達に関

わる要因について第２回M-GTA の分析を行うことにした。 
まず，自意識的段階から良心的段階への発達の有無に関わる要因を分析するため，５年次から６年次

にかけてA 自意識的段階のままで推移した児童６名，B 自意識的段階から良心的段階へと発達した児童

６名を抽出し，５年次の M-GTA 分析を行うことで，B グループに見られる共通点として「B-1 相手の

立場に自分の身を置いてみようとする」，「B-2 自分の理想の姿と現実の姿を認める」，「B-3 自分が見落

としていた見方・考え方を認める」の３個の概念を抽出し，当初の M-GTA によるカテゴリーを参考に

しながら，これら３個の概念を「自己の内面的課題に向き合う」としてカテゴリー化した。そして，A グ

ループにはこの視点が見られないことを確認した上で，「自己の内面的課題に向き合う」の反対例に基づ

いて「A-1抽象表現」，「A-2 自分基準の見方」，「A-3一面的な視点」，「A-4否定語による目標設定」の４

個の概念を抽出した。その上で，AグループとBグループについて６年次のM-GTA分析を行うことで，

自意識的段階に留まった A グループについて５個の概念，良心的段階へと発達した B グループについ

て６個の概念を抽出した。その結果，５年次から６年次にかけて自意識的段階から良心的段階へ発達し

た子どもについては，５年次に「B-1 相手の立場に自分の身を置いてみようとする」ことや「B-2 自分

の理想の姿と現実の姿を認める」こと，「B-3 自分が見落としていた見方・考え方を認める」ことで，６

年次に「B-5自分の経験と関連付けて考え」たり「B-6 自分の内面的思考との対比で考え」たりして「B-
7 自分の内面的課題の言語化」を行うようになっていることが明らかになった。その一方，５年次から

６年次にかけて自意識的段階のままで推移した子どもは５年次には，「A-2自分基準の見方」や「A-3一

面的な視点」で問題を捉えて「A-1 抽象表現」で問題解決策を提示しているが，６年次には５年次の B
グループと同様に「A-7自他の内面的特性への着目」が見られるようになり，「A-8 外面的課題に向き合

うことによる成長可能性の自覚」が見られるなど，垂直的発達に向かう兆候が見られるようになった。

しかし，A グループの子どもは５年次と６年次に共通して「A-4 否定語による目標設定」をしているこ

ともB グループの子どもとの明確な違いとして明らかになった。 

自意識的段階

１１．．疑疑問問・・独独自自解解釈釈
A筋書きへの疑問
B誤解や見落としのある解釈
C独自の解釈
D本質的とは言えない部分への着目

２２．．第第三三者者的的なな分分析析・・評評価価
A実際の状況を踏まえない提案・判断
B前提条件をくつがえす提案
C大雑把な理解に基づく提案・判断
D言葉足らずあるいは抽象的で適切かど

うか判別不能な提案
E事実誤認に基づく断定的な判断
F論理的飛躍がある分析・判断
G根拠が不明確な断定に基づく判断
H過度の一般化に基づく判断

３３．．自自他他両両方方のの捉捉ええ
A抽象的ではあるが自己中心的な考え

の問題を自覚し、他者の気持ちも考える
必要性に気づいている
Bその根底に自分の気持ちを大切にする
ことへの自覚も芽生えている

４４．．自自分分やや自自分分のの個個性性重重視視

５５．．他他者者のの内内面面にに対対すするる推推察察のの並並列列

６６．．他他者者のの内内面面のの類類型型的的理理解解
A自分の予想に反する行動に

対する肯定的類型化
B自分の予想に反する行動に

対する否定的類型化
C道徳的過ちに対する過度に否

定的な類型やレッテル貼り

７７．．自自分分のの行行為為のの反反省省
A具体化した自分の理想

との対比に基づく反省
B他者や教材の人物の

理想に照らしての反省

①①自自分分のの内内面面的的課課題題のの自自覚覚

②②第第三三者者的的なな分分析析・・評評価価

良心的段階

５年次の概念

６年次の概念

８８．．他他者者のの内内面面ににつついいててのの考考察察
A異なる他者の言動の背後にある

見方考え方についての考察
B異なる他者の言動の理由につい

ての推察
C他者の言動の結果もたらされる

心情についての疑問・考察

９９．．適適切切かかつつ一一般般化化可可能能なな人人間間理理解解
A適切で一般的な法則の提示あるい

はそれに基づく人間理解
B他者の言動の背景にある意図に対

する肯定的かつ適切な理解

12．．集集団団全全体体へへのの目目配配りり

10．．適適切切なな提提案案やや問問題題解解決決策策のの提提示示
A自分の知識・経験に基づく適切な問

題解決の具体的個別的あるいは一般化
可能な提案

B学習内容に基づいた適切な問題解決
の具体的個別的提案

11．．時時間間的的認認識識やや先先のの状状況況のの予予測測
A過去の否定的経験を引きずらない
B過程的な未来の予想（人間の一般的特

性の理解を含む）
C課題の先送りによる再発を防ぐ発想
D肯定的な未来を生み出すための現在

の捉え直し（裏返しの捉えも含む）
E未来の状況の改善を待つ
F過去の経験から学ぶ
G自他の行動の見通しや予測
H自分も相手のような状況におかれるか

もしれないという予測

14．．状状況況にによよるる使使いい分分けけ・・中中庸庸
A状況による使い分け
B中庸
C両極端ではうまくいかないことの認識
D対照的な方法のどちらも大事だという気づき
E「よい」とされていることの問題点にも気づく（「悪い」と

されていることのよい面にも気づく）

15．．異異ななるる意意見見かかららのの学学びび
A異なる意見の受容
B異なる意見の存在可能性の認識
C自分の意見と異なる意見を融合す

る必要性の認識

16．．両両面面のの認認識識
A他者のよい面悪い面を認める
B自分のよい面悪い面を認める
C自他の悪い面を補い合おうとする

13．．個個にに応応じじたた対対応応

③③適適切切なな推推察察
A外的な行動から外的な結果の推察
B外的な行動の仮定から外的な結果の可

能性の推察
C外面から内面を推察
D内面から外的結果を推察
E内面から内面を推察

④④アアドドババイイスス
⑤⑤適適切切なな教教訓訓

A適切に自分の課題を踏
まえる

B因果連鎖が複数ある
C並立された選択肢の剪

定

⑥⑥自自分分のの内内面面的的なな省省察察
A失敗に対する不安・恐れ・自

責
B自分の視野の狭さに対する

自覚
Cできないことへの不安
D内面的特性の一面的捉えへ

の気づき

⑦⑦達達成成的的思思考考
A計画性
B成果の重視
C独力での努力
D未来志向
E苦手の克服

⑧⑧両両面面のの認認識識
A良い面と悪い面の認識や気づき
B顕在面と潜在面の認識

アア第第三三者者的的分分析析にによよるる独独自自解解釈釈
イイ他他者者のの内内面面へへのの関関心心のの芽芽生生ええ ウウ自自己己のの課課題題にに向向きき合合うう

エエ一一般般的的人人間間理理解解のの内内面面化化

オオ他他者者理理解解のの深深ままりり

カカ自自己己理理解解のの深深ままりり

キキ進進歩歩主主義義のの内内面面化化
クク時時間間的的空空間間的的視視野野のの広広ががりり
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吉田：自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の発達モデル構築の試み２

ものすごく言い返そうとしていただろうし，なので言い返せなかったんだと思いました。 

７自分の行為の反省

（自意識的段階）

登場人物の行為との対比から自分の行為を振り返る。 
ぼくは今日の学習で折り合いの付け方はだいたいわかりました。ぼくも友達と遊ぶ時まい回わ

すれたり，おくれてしまったりすることがかなりあるので折り合いをつけれるようにがんばっ

ていきたいです。

８．他者の内面につい

ての考察（良心的段階） 

他者の言動の背景にある内面的思考を自分の経験に基づいて適切に推察している。 
私はひろしは同じ失敗をすることはだめだけど，失敗を次に生かすことは大切だと思ったんだ

と思います。

９．適切かつ一般化可

能な人間理解（良心的

段階）

登場人物の言動を一般的で妥当な人間理解に基づいて適切に解釈している。 
おたがいにそれぞれの言い分を聞いた方がいいと思いました。なぜならどちらの理由も正しい

と感じたし，それを知れば仲直りができるからです。またなぜ二人ともすぐに仲が悪くなって

しまうのかふしぎに思いました。なぜなら仲の良い友達ならすぐに怒らないでいるからです。

10．適切な提案や問題

解決策の提示（良心的

段階）

教材の道徳的問題に対して適切な提案や問題解決策を示している。 
中村さんは飯田さんを困らせようとわざと遅れたわけでもないし，中村さんは言い訳ではなく

遅くなった理由を説明しようとしてくれているのだから無視しないで中村さんの言い分も聞い

てあげた方がよいと思います。

11．時間的認識や先の

状況の予測（良心的段

階）

過去とのつながりを考えたり，未来の状況を予測したりしている。 
たけしくんの自分の過去を振り返って，その人の立場になりきること。そうすることで１つの

けんかを防ぐことができる。やってしまったことを次のチャンスで生かすことも大切！！

12．集団全体への目配

り（良心的段階）

周囲の複数の他者の言動に意識を向けて自分の行動を考えている。 
例えば給食の片付けの時間に廊下など多いところには行かず自分がいいと思うところ（他のと

ころ）をやろうと思うからです。だから私は今の時点で周りを見ることが大事だと思います。

13．個に応じた対応（良

心的段階）

相手の個性や考え方に応じた言動をする必要性に触れている。 
今日は他の人とすれちがわないためには，相手がどんなことをしているのか予想をし，それに

合った行動をすることが大切だと思いました。そのためには，相手と普段から関わり合って，

その人のことを知っておきたいと思います。

14．状況による使い分

け・中庸（良心的段階） 

対照的な対応を状況によって使い分けたり，両極端な対応の中庸を目指したりしている。 
わたしが折り合いをつけるために大事だと思ったことは，場面によって自己中心か他人中心か

を決めることです。話し合いなどは自己中心で発言しても良い（ほどほど）と思うからです。

場面ごとの切り替えが一番大切だと思いました。

15．異なる意見からの

学び（良心的段階）

自分とは異なる意見のよさを認め，受け入れようとしている。 
サムだけが悪いと思っていたけどピエロも反省点があり，最後はおたがいをみとめあってまし

た。自分の悪い所に気づけることはすごいと思ったのでぼくもそうなりたいです。

16．両面の認識（良心的

段階）

自他の良い面と悪い面の両方を捉えようとしている。 
ぼくは，認め合うことが大切だと思います。なぜなら，自分の悪いところをふれないで，よい

ところしかみとめないと，おたがいにみとめあっていないしょうこだし，折り合いをつけるこ

とができないからです。それに，認め合えばたいていの人とは，関係がよくなるからです。

次に前稿でも使用した５年次の５回の単元授業の記述データについて，改めて学級全員分のデータを

対象に M-GTA を用いて同じ自我発達段階と評価された記述からデータ数の多い自意識的段階と良心的

段階の特徴的な視点や思考を概念化した。５年次のM-GTA 分析からは，自意識的段階で７個，良心的

段階で９個の大項目概念と，順応的段階で４個，自意識的段階で１９個，良心的段階で２６個の小項目

概念を抽出した。表５１０に５年次データのM-GTA による大項目概念と定義およびワークシートの記述

例を示す。そして，５年次と６年次それぞれの M-GTA 分析から概念化されたすべての大項目概念と小

項目概念について系統的に発展すると思われる概念を縦に，内容的に関連すると思われる概念を横に並

べて整理することで，複数の概念の共通点をカテゴリーとして示した。図１に自意識的段階と良心的段

階に分けてカテゴリー毎に大項目概念と小項目概念を整理した第１回M-GTA 結果図を示す。 
図１の第１回 M-GTA 結果図からは，5 年次と６年次で異なるねらいと教材を用いて実施した単元授

業のワークシート記述をデータとして独立した分析を行ったにも関わらず，例えば，自意識的段階にお

ける「第三者的な分析・評価」，良心的段階における「両面の認識」のように5 年次と６年次でまったく

同じ概念や内容的に類似する概念が抽出されたことが示されている。このことから各自我発達段階にお
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ける視点や思考の特徴に学年を超えた共通点が見られることが明らかになった。しかし，自我発達段階
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14．状況による使い分

け・中庸（良心的段階） 

対照的な対応を状況によって使い分けたり，両極端な対応の中庸を目指したりしている。 
わたしが折り合いをつけるために大事だと思ったことは，場面によって自己中心か他人中心か

を決めることです。話し合いなどは自己中心で発言しても良い（ほどほど）と思うからです。

場面ごとの切り替えが一番大切だと思いました。

15．異なる意見からの

学び（良心的段階）

自分とは異なる意見のよさを認め，受け入れようとしている。 
サムだけが悪いと思っていたけどピエロも反省点があり，最後はおたがいをみとめあってまし

た。自分の悪い所に気づけることはすごいと思ったのでぼくもそうなりたいです。

16．両面の認識（良心的

段階）

自他の良い面と悪い面の両方を捉えようとしている。 
ぼくは，認め合うことが大切だと思います。なぜなら，自分の悪いところをふれないで，よい

ところしかみとめないと，おたがいにみとめあっていないしょうこだし，折り合いをつけるこ

とができないからです。それに，認め合えばたいていの人とは，関係がよくなるからです。

次に前稿でも使用した５年次の５回の単元授業の記述データについて，改めて学級全員分のデータを

対象に M-GTA を用いて同じ自我発達段階と評価された記述からデータ数の多い自意識的段階と良心的

段階の特徴的な視点や思考を概念化した。５年次のM-GTA 分析からは，自意識的段階で７個，良心的

段階で９個の大項目概念と，順応的段階で４個，自意識的段階で１９個，良心的段階で２６個の小項目

概念を抽出した。表５１０に５年次データのM-GTA による大項目概念と定義およびワークシートの記述

例を示す。そして，５年次と６年次それぞれの M-GTA 分析から概念化されたすべての大項目概念と小

項目概念について系統的に発展すると思われる概念を縦に，内容的に関連すると思われる概念を横に並

べて整理することで，複数の概念の共通点をカテゴリーとして示した。図１に自意識的段階と良心的段

階に分けてカテゴリー毎に大項目概念と小項目概念を整理した第１回M-GTA 結果図を示す。 
図１の第１回 M-GTA 結果図からは，5 年次と６年次で異なるねらいと教材を用いて実施した単元授

業のワークシート記述をデータとして独立した分析を行ったにも関わらず，例えば，自意識的段階にお

ける「第三者的な分析・評価」，良心的段階における「両面の認識」のように5 年次と６年次でまったく

同じ概念や内容的に類似する概念が抽出されたことが示されている。このことから各自我発達段階にお
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意義を理解することで促される可能性があると考えられる。図３には示さなかったが，５年次から６年

次にかけてそれぞれ自意識的段階あるいは良心的段階に留まったグループから抽出されたカテゴリー

「サ抽象化志向」については，本来的には具体的な事実と抽象化された見方・考え方とを往還する学習

活動や否定語による目標を肯定語に変換して具体的な目標設定を促す学習活動ができれば，それぞれの

段階における自他の課題や道徳的問題を理解する視野を広げる水平的成長や，自己の内面的課題に向き

合ったり自分とは異なる他者に向き合ったりする垂直的発達につながりうると考えられる。しかし，具

体的な事実と抽象化された見方・考え方との往還を限られた字数のワークシートの記述から確認するこ

とは困難なため，今回のM-GTA 分析に基づく発達モデル図には反映させず，今後の検討課題とした。 

自意識的段階から良心的段階への成長

B-1 相手の立場に自分の身を置いて
みようとするB-2 自分の理想の姿と現実の姿を認め

る

A-1 抽象表現

B-3 自分が見落としていた見方・考え
方を認める

B-4 自分の言動との対比で考える

５年次

６年次

A-2 自分基準の見方

A-3 一面的な視点 A-4 否定語による目標設定

B-5 自分の経験と関連付けて考える

B-6 自分の内面的思考との対比で考える

B-7 自分の内面的課題の言語化

B-8 自分の内面的課題に向き合うことに
よる成長可能性の自覚

B-9 自分の内面的課題の解決策の受容

A-6 自他の外面的特性への着目

A-7 自他の内面的特性への着目

A-8 外面的（言動的）課題に向き合うこ
とによる成長可能性の自覚

A-9 否定語による内面的目標
の言語化

A-5 自分の言動との対比で考える

良心的段階から個人主義的段階への成長

D-1 他者の異なる見方・考え方の理
解

D-2 他者の異なる事情や状況の理解

C-1 抽象的な他者の措定

D-3 他者の異なる気持ちの理解

５年次

C-2 他者の具体的状況に
対する理解不足

C-3 抽象的な解決策の提
示

C-4 否定語による目標設定

D-4 他者の立場に立った内面的推察６年次

D-5 異なる他者のよい面の理解

D-7 自分自身の客観視

D-6 異なる他者のよい面悪い面両面の
理解

C-7 異なる他者の内面への興味

C-8 異なる他者の考え方の受容

C-9 異なる他者の内面を理解しようと
する姿勢の芽生え

C-5 異なる他者の捉え方の拒否

C-6 異なる他者のよい面の理解

ケケ自自己己のの内内面面的的課課題題にに向向きき合合うう

ココ自自分分ととはは異異ななるる他他者者にに向向きき合合うう

ササ抽抽象象化化志志向向

ココ自自分分ととはは異異ななるる他他者者にに向向きき合合うう

ケケ自自己己のの内内面面的的課課題題にに向向きき合合うう

アア第第三三者者的的分分析析にによよるる独独自自解解釈釈
疑問を抱き、自分なりに解釈して答えを出す
自分なりの見方・考え方を確立する

イイ他他者者のの内内面面へへのの関関心心のの芽芽生生ええ
他者の内面について類型的に理解する
他者の内面に対する複数の推察を並列する

ウウ自自己己のの課課題題にに向向きき合合うう
自分の理想の姿と現実の姿を認める

自意識的段階

良心的段階

相手の立場に自分の身を置いてみる
自分の言動、経験と対比や関連付けで考える
自分の内面的思考との対比で考える

エエ一一般般的的人人間間理理解解のの内内面面化化

他者の言動の理由や背後にある見方・考え方を
一般的な人間理解に基づいて推察し、具体的で
一般化可能な解決策を提案する

キキ進進歩歩主主義義のの内内面面化化

経験から学んで自他の行動の予測や見通しを立
てることで自己の目標を達成しようとする

クク時時間間的的空空間間的的視視野野のの広広ががりり

自分の特性をよい面と悪い面の両方から
捉えることで自己を客観視する

オオ他他者者理理解解のの深深ままりり

一般的な人間理解では捉えきれない他者の見
方・考え方を受けとめる課題に向き合う

自分の見方・考え方と他者の見方・考え方を総合して一般的な人間理解を形成する

水平的成長

垂直的発達

カカ自自己己理理解解のの深深ままりり

失敗やできないことに対する不安、自分の視野
の狭さや一面的な捉え方の課題に向き合う

自分の内面的課題の言語化

自分の内面的課題に向き合うことによ
る成長可能性の自覚
自分の内面的課題の解決策の受容

他者の心情を他者の事情や状況に沿って推察する
自分とは異なる見方・考え方、気持ちを理解する
異なる他者のよい面・悪い面両面を理解する

515151

吉田：自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の発達モデル構築の試み２ 

次に，良心的段階から個人主義的段階への発達に関わる要因を分析するため，５年次から６年次にか

けてC 良心的段階のままで推移した児童８名，D良心的段階から個人主義的段階へと発達しつつある児

童４名を抽出し，５年次のM-GTA 分析を行うことで，D グループに見られる共通点として「D-1 他者

の異なる見方・考え方の理解」，「D-2 他者の異なる事情や状況の理解」，「D-3 他者の異なる気持ちの理

解」の３個の概念を抽出し，当初の M-GTA によるカテゴリーを参考にしながら，これら３個の概念を

「自分とは異なる他者に向き合う」としてカテゴリー化した。そして，C グループにはこの視点が見ら

れないことを確認した上で「自分とは異なる他者に向き合う」の反対例に基づいて，「C-1抽象的な他者

の措定」，「C-2 他者の具体的状況に対する理解不足」，「C-3 抽象的な解決策の提示」，「C-4 否定語によ

る目標設定」の４個の概念を抽出した。その上で，C グループとDグループについて６年次のM-GTA
分析を行うことで，良心的段階に留まったC グループについて５個の概念，個人主義的段階へと発達し

たDグループについて４個の概念を抽出した。その結果，５年次から６年次にかけて良心的段階から個

人主義的段階へ発達した子どもについては，５年次に「D-1 他者の異なる見方・考え方の理解」や「D-
2 他者の異なる事情や状況の理解」，「D-3 他者の異なる気持ちの理解」をすることで，６年次に「D-4 他

者の立場に立った内面的推察」をしたり「D-6 異なる他者のよい面悪い面両面の理解」をしたりすると

ともに「D-7 自分自身を客観視」するようになっていることが明らかになった。一方，５年次から６年

次にかけて良心的段階のまま推移したC グループの子どもは５年次には，「人の気持ちを考える」や「み

んなのことを考える」の「人」や「みんな」といった「C-1抽象的な他者の措定」をしたり「C-3 抽象的

な解決策の提示」に留まったりしているが，６年次には一部に「C-5 異なる他者の捉え方の拒否」と見

られる表現は見られるにせよ，D-5 と同じ「C-6 異なる他者のよい面の理解」をしている記述が見られ

る他，多くの記述において「C-7異なる他者の内面への興味」を示したり，「C-8異なる他者の考え方の

受容」が見られたりするなど，垂直的発達に向かう兆候も見られることが明らかになった。また，ここ

でも５年次のC グループで「C-4否定語による目標設定」をしていることが明らかになった。図２に５

年次から６年次にかけての自意識的段階から良心的段階への成長と良心的段階から個人主義的段階への

成長についての分析を行った結果，得られた概念とカテゴリーを整理した第２回M-GTA 結果図を示す。 
ここまでの２回のM-GTA 結果図では，各自我発達段階の特徴を参考に，自意識的段階と良心的段階

にそれぞれ共通する概念を抽出した。そのため，抽出された概念には必ずしも各段階における水平的成

長と垂直的発達の構成要素とは言えないものも含まれている。そこで，第１回と第２回のM-GTA 結果

図に示されたカテゴリーを，自意識的段階と良心的段階における水平的成長と垂直的発達に関わるもの

に分類し，内容的に関連するものを縦に配置する形で資質・能力の発達モデル図を図３のように作成し

た。図３において実線の枠内に示された太字の項目がカテゴリーで，その下に概念を再構成した形で各

カテゴリーの内容を示した。また，破線の枠は，カテゴリーとしては抽出されなかったが，「ケ自己の

内面的課題に向き合う」と「エ一般的人間理解の内面化」をつなぐために追加した要素を示している。 
図３から，自意識的段階における水平的成長として，道徳的問題について第三者的視点から分析，解

釈して自分なりの見方・考え方を確立すること，他者の内面について複数の推察を挙げながら類型的な

理解を広げること，自分の理想と現実の姿を認めることで自己の課題に向き合うことが挙げられる。そ

して，垂直的発達は，自分の経験と対比したり関連付けたりしながら他者の言動やその背後にある内面

に対する理解を深めることで，自他の共通点と相違点を明確にし，自分の内面的課題を言語化する形で

自己の内面的課題に向き合う学習活動を通して，自他の見方・考え方を総合して一般的な人間理解の形

成を行うことで促される可能性があると考えられる。また，良心的段階における水平的成長として，一

般的な人間理解を内面化した上でそれだけでは捉えきれない他者の見方・考え方の理解を深めること，

自分の見方・考え方の狭さや一面性などの課題に向き合うことで自己理解を深めること，自他の行動の

予測や見通しを立てることで自己の目標を達成することが挙げられる。そして，垂直的発達は，自分と

は異なる他者の見方・考え方，気持ちを他者の事情や状況に沿って理解することや，異なる他者のよい

面と悪い面両面を理解することを通して自分とは異なる他者に向き合いながら自他の多様性を尊重する 

505050



山形大学 教職・教育実践研究 18.   2023 

 
図２ 第２回 M-GTA結果図 

 

図３ 資質・能力の発達モデル図 

 
意義を理解することで促される可能性があると考えられる。図３には示さなかったが，５年次から６年

次にかけてそれぞれ自意識的段階あるいは良心的段階に留まったグループから抽出されたカテゴリー

「サ抽象化志向」については，本来的には具体的な事実と抽象化された見方・考え方とを往還する学習

活動や否定語による目標を肯定語に変換して具体的な目標設定を促す学習活動ができれば，それぞれの

段階における自他の課題や道徳的問題を理解する視野を広げる水平的成長や，自己の内面的課題に向き

合ったり自分とは異なる他者に向き合ったりする垂直的発達につながりうると考えられる。しかし，具

体的な事実と抽象化された見方・考え方との往還を限られた字数のワークシートの記述から確認するこ

とは困難なため，今回のM-GTA 分析に基づく発達モデル図には反映させず，今後の検討課題とした。 

自意識的段階から良心的段階への成長

B-1 相手の立場に自分の身を置いて
みようとするB-2 自分の理想の姿と現実の姿を認め

る

A-1 抽象表現

B-3 自分が見落としていた見方・考え
方を認める

B-4 自分の言動との対比で考える

５年次

６年次

A-2 自分基準の見方

A-3 一面的な視点 A-4 否定語による目標設定

B-5 自分の経験と関連付けて考える

B-6 自分の内面的思考との対比で考える

B-7 自分の内面的課題の言語化

B-8 自分の内面的課題に向き合うことに
よる成長可能性の自覚

B-9 自分の内面的課題の解決策の受容

A-6 自他の外面的特性への着目

A-7 自他の内面的特性への着目

A-8 外面的（言動的）課題に向き合うこ
とによる成長可能性の自覚

A-9 否定語による内面的目標
の言語化

A-5 自分の言動との対比で考える

良心的段階から個人主義的段階への成長

D-1 他者の異なる見方・考え方の理
解

D-2 他者の異なる事情や状況の理解

C-1 抽象的な他者の措定

D-3 他者の異なる気持ちの理解

５年次

C-2 他者の具体的状況に
対する理解不足

C-3 抽象的な解決策の提
示

C-4 否定語による目標設定

D-4 他者の立場に立った内面的推察６年次

D-5 異なる他者のよい面の理解

D-7 自分自身の客観視

D-6 異なる他者のよい面悪い面両面の
理解

C-7 異なる他者の内面への興味

C-8 異なる他者の考え方の受容

C-9 異なる他者の内面を理解しようと
する姿勢の芽生え

C-5 異なる他者の捉え方の拒否

C-6 異なる他者のよい面の理解

ケケ自自己己のの内内面面的的課課題題にに向向きき合合うう

ココ自自分分ととはは異異ななるる他他者者にに向向きき合合うう

ササ抽抽象象化化志志向向

ココ自自分分ととはは異異ななるる他他者者にに向向きき合合うう

ケケ自自己己のの内内面面的的課課題題にに向向きき合合うう

アア第第三三者者的的分分析析にによよるる独独自自解解釈釈
疑問を抱き、自分なりに解釈して答えを出す
自分なりの見方・考え方を確立する

イイ他他者者のの内内面面へへのの関関心心のの芽芽生生ええ
他者の内面について類型的に理解する
他者の内面に対する複数の推察を並列する

ウウ自自己己のの課課題題にに向向きき合合うう
自分の理想の姿と現実の姿を認める

自意識的段階

良心的段階

相手の立場に自分の身を置いてみる
自分の言動、経験と対比や関連付けで考える
自分の内面的思考との対比で考える

エエ一一般般的的人人間間理理解解のの内内面面化化

他者の言動の理由や背後にある見方・考え方を
一般的な人間理解に基づいて推察し、具体的で
一般化可能な解決策を提案する

キキ進進歩歩主主義義のの内内面面化化

経験から学んで自他の行動の予測や見通しを立
てることで自己の目標を達成しようとする

クク時時間間的的空空間間的的視視野野のの広広ががりり

自分の特性をよい面と悪い面の両方から
捉えることで自己を客観視する

オオ他他者者理理解解のの深深ままりり

一般的な人間理解では捉えきれない他者の見
方・考え方を受けとめる課題に向き合う

自分の見方・考え方と他者の見方・考え方を総合して一般的な人間理解を形成する

水平的成長

垂直的発達

カカ自自己己理理解解のの深深ままりり

失敗やできないことに対する不安、自分の視野
の狭さや一面的な捉え方の課題に向き合う

自分の内面的課題の言語化

自分の内面的課題に向き合うことによ
る成長可能性の自覚
自分の内面的課題の解決策の受容

他者の心情を他者の事情や状況に沿って推察する
自分とは異なる見方・考え方、気持ちを理解する
異なる他者のよい面・悪い面両面を理解する
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吉田：自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の発達モデル構築の試み２ 

次に，良心的段階から個人主義的段階への発達に関わる要因を分析するため，５年次から６年次にか

けてC 良心的段階のままで推移した児童８名，D良心的段階から個人主義的段階へと発達しつつある児

童４名を抽出し，５年次のM-GTA 分析を行うことで，D グループに見られる共通点として「D-1 他者

の異なる見方・考え方の理解」，「D-2 他者の異なる事情や状況の理解」，「D-3 他者の異なる気持ちの理

解」の３個の概念を抽出し，当初の M-GTA によるカテゴリーを参考にしながら，これら３個の概念を

「自分とは異なる他者に向き合う」としてカテゴリー化した。そして，C グループにはこの視点が見ら

れないことを確認した上で「自分とは異なる他者に向き合う」の反対例に基づいて，「C-1抽象的な他者

の措定」，「C-2 他者の具体的状況に対する理解不足」，「C-3 抽象的な解決策の提示」，「C-4 否定語によ

る目標設定」の４個の概念を抽出した。その上で，C グループとDグループについて６年次のM-GTA
分析を行うことで，良心的段階に留まったC グループについて５個の概念，個人主義的段階へと発達し

たDグループについて４個の概念を抽出した。その結果，５年次から６年次にかけて良心的段階から個

人主義的段階へ発達した子どもについては，５年次に「D-1 他者の異なる見方・考え方の理解」や「D-
2 他者の異なる事情や状況の理解」，「D-3 他者の異なる気持ちの理解」をすることで，６年次に「D-4 他

者の立場に立った内面的推察」をしたり「D-6 異なる他者のよい面悪い面両面の理解」をしたりすると

ともに「D-7 自分自身を客観視」するようになっていることが明らかになった。一方，５年次から６年

次にかけて良心的段階のまま推移したC グループの子どもは５年次には，「人の気持ちを考える」や「み

んなのことを考える」の「人」や「みんな」といった「C-1抽象的な他者の措定」をしたり「C-3 抽象的

な解決策の提示」に留まったりしているが，６年次には一部に「C-5 異なる他者の捉え方の拒否」と見

られる表現は見られるにせよ，D-5 と同じ「C-6 異なる他者のよい面の理解」をしている記述が見られ

る他，多くの記述において「C-7異なる他者の内面への興味」を示したり，「C-8異なる他者の考え方の

受容」が見られたりするなど，垂直的発達に向かう兆候も見られることが明らかになった。また，ここ

でも５年次のC グループで「C-4否定語による目標設定」をしていることが明らかになった。図２に５

年次から６年次にかけての自意識的段階から良心的段階への成長と良心的段階から個人主義的段階への

成長についての分析を行った結果，得られた概念とカテゴリーを整理した第２回M-GTA 結果図を示す。 
ここまでの２回のM-GTA 結果図では，各自我発達段階の特徴を参考に，自意識的段階と良心的段階

にそれぞれ共通する概念を抽出した。そのため，抽出された概念には必ずしも各段階における水平的成

長と垂直的発達の構成要素とは言えないものも含まれている。そこで，第１回と第２回のM-GTA 結果

図に示されたカテゴリーを，自意識的段階と良心的段階における水平的成長と垂直的発達に関わるもの

に分類し，内容的に関連するものを縦に配置する形で資質・能力の発達モデル図を図３のように作成し

た。図３において実線の枠内に示された太字の項目がカテゴリーで，その下に概念を再構成した形で各

カテゴリーの内容を示した。また，破線の枠は，カテゴリーとしては抽出されなかったが，「ケ自己の

内面的課題に向き合う」と「エ一般的人間理解の内面化」をつなぐために追加した要素を示している。 
図３から，自意識的段階における水平的成長として，道徳的問題について第三者的視点から分析，解

釈して自分なりの見方・考え方を確立すること，他者の内面について複数の推察を挙げながら類型的な

理解を広げること，自分の理想と現実の姿を認めることで自己の課題に向き合うことが挙げられる。そ

して，垂直的発達は，自分の経験と対比したり関連付けたりしながら他者の言動やその背後にある内面

に対する理解を深めることで，自他の共通点と相違点を明確にし，自分の内面的課題を言語化する形で

自己の内面的課題に向き合う学習活動を通して，自他の見方・考え方を総合して一般的な人間理解の形

成を行うことで促される可能性があると考えられる。また，良心的段階における水平的成長として，一

般的な人間理解を内面化した上でそれだけでは捉えきれない他者の見方・考え方の理解を深めること，

自分の見方・考え方の狭さや一面性などの課題に向き合うことで自己理解を深めること，自他の行動の

予測や見通しを立てることで自己の目標を達成することが挙げられる。そして，垂直的発達は，自分と

は異なる他者の見方・考え方，気持ちを他者の事情や状況に沿って理解することや，異なる他者のよい

面と悪い面両面を理解することを通して自分とは異なる他者に向き合いながら自他の多様性を尊重する 
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表６ 発言に共感，納得した児童の理由と捉え方の比較 

発言した児童の発

達段階と発言内容 
発言に共感，納得した児童の発達段階と共感，納得した

理由の記述内容の例 
発言した児童と共感，納得した児童

の捉え方の比較 

良良心心的的段段階階  

「視野を360度に

広げる」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「スポーツをやる人はできることが多いけどできないこ

ともあります。できることだけを見るのではなく，できな

いをできるに変える努力が大切だと思いました」 

事実だけでなく気持ちも考えるとい

う意味で発言したのに対して，自分

の能力についての見方・考え方を広

げると捉えている。 
良良心心的的段段階階→→個個人人主主義義的的段段階階  

「一つの角度からの見方と全部を見ている人では世の中

の見え方が変わってくる…他の人の考えを違う視点から

みることも大切にしたい」  

事実だけでなく気持ちも考えるとい

う意味で発言したのに対して，他者

の言動の内面的な意味づけに対する

見方・考え方を広げると捉えている 
自自意意識識的的段段階階  

「１つのことから

2 つ以上のことを

学ぶ」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「一しか学べなければそれしか成長できないけれど，視野

を広げいろいろなことを理解すると考える力も知る力も

ついて一石二鳥だからです」 

具体的な知識を学ぶことを意図して

発言したのに対して，学んだ結果身

につく見方や能力を含めて達成主義

的思考に基づいて捉えている 

個個人人主主義義的的段段階階  

「楽しみながら勉

強する」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「勉強を遊びの延長として考えるとめんどうくさい宿題

もやる気になると思ったから」 

自分の強みを活かした学習の工夫と

いう意味で発言したのに対して，外

面的方法として捉えている。 
良良心心的的段段階階→→個個人人主主義義的的段段階階  

「よく私は勉強を後回しにしてやりたいことを最初にや

ってしまうから，何でも楽しく考えて，あきらめず前向き

に捉えたいです」  

自分の強みを活かした学習の工夫と

いう意味で発言したのに対して，自

己の内面的省察に基づいた心構えと

して捉えている。 
 
人主義的段階の見方・考え方が示されていたことによる段階上昇であった可能性が考えられる。 
 
５．成果と今後の課題 

 以上の結果から明らかになった内容として①子どもの道徳科におけるワークシートの記述内容には学

年や道徳科の内容項目，ねらい，教材の違いによらず自我発達段階毎にある程度共通した視点や思考が

見られること，②自意識的段階における水平的成長につながりうる学習活動として，自分なりの見方・

考え方の確立，他者の内面についての類型的理解の拡張，自分の理想と現実を認めて自己の課題に向き

合うこと，が挙げられること，③自意識的段階からの垂直的発達につながりうる学習活動として，自分

の経験との対比から他者の言動の内面的背景についての理解を深めること，自他の共通点と相違点を明

確にして自分の内面的課題を言語化すること，といった自己の内面的課題に向き合う活動を通して自他

の見方・考え方を総合して一般的な人間理解の形成を行うこと，が挙げられること，④良心的段階にお

ける水平的成長につながりうる学習活動として，一般的な人間理解を内面化すること，一般的な人間理

解では捉えきれない他者の見方・考え方の理解を深めること，自分の見方・考え方の狭さや一面性など

の課題に向き合うことで自己理解を深めること，自他の行動の予測や見通しを立てることで自己の目標

を達成すること，が挙げられること，⑤良心的段階からの垂直的発達につながりうる学習活動として，

自分とは異なる他者の見方・考え方，気持ちを他者の事情や状況に沿って理解すること，異なる他者の

よい面と悪い面両面を理解すること，といった自分とは異なる他者に向き合う活動を通して多様性尊重

の意義を理解することが挙げられること，⑥他の児童の発言から受ける影響については，自我発達段階

の上下によらず発言者の意図を超えて，それぞれ自身の自我発達段階の見方・考え方に基づいて発言を

捉え直していること，⑦子どもたちが自分の課題に向き合うことを促す内容の教材を選定することと教

材自体や教材を捉える見方・考え方に子どもたちの発達段階より１～２段階高い見方・考え方を含めて

授業を構成することにより垂直的発達を促すことができると考えられること，が挙げられる。また，発

達モデル図を用いることで多くの児童が自意識的段階にある学級で道徳授業を行う際に、資質・能力面

でのねらいとして，自己の内面的課題に向き合うことと自他の見方・考え方を総合して一般的な人間理

解を形成することに重点を置くことで，良心的段階への発達を促すことができる可能性が示唆された。 
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吉田：自我発達段階の視点に基づく道徳的資質・能力の発達モデル構築の試み２ 

 
図４ ６年次の単元授業での発達段階の変化と発言の影響関係 

 

 また，６年次の単元授業では，５時間目の学活で振り返りとして，「友達の考えで特に共感，納得した

こと」についてワークシートに書いており，クラスメートの誰の発言に共感，納得したかが示されてい

る。そのため，６年次の単元授業での発達段階の変化と発言の影響関係について図４のように分析を行

った。図４で丸数字の位置はそれぞれの児童の単元授業当初と終了時の自我発達段階を示し，数字は例

えば 31 であれば自分の発言が 3 名の児童に影響を与え，1 名の他者の発言から影響を受けたというよ

うに，十の位が自分の発言が影響を与えた人数，一の位が他者の発言から影響を受けた人数を示してい

る。複数の児童に影響を与える発言をした児童については丸数字の背景を灰色にしている。矢印の向き

は発言の影響関係を示している。 
まず，背景を灰色にした丸数字の分布から，このクラスに影響力を持つ児童の多くが自意識的段階に

位置すると考えられる。次に，コールバーグの道徳性発達理論では，隣り合う発達段階の考え方を持つ

生徒同士の議論で一段階高い段階へ移行するといういわゆるブラット効果と呼ばれるブラットとコール

バーグによる研究１１が知られている。このブラット効果が自我発達段階にも当てはまるとすれば，図の

矢印は左隣の枠を指すことになる。しかし，図４では，いわゆるブラット効果に該当する矢印は２件見

られるのに対して，ブラット効果とは逆の低い段階から高い段階への影響関係を示す矢印が 13 件見ら

れる。そこで，それぞれ自意識的段階，良心的段階，個人主義的段階の３名の児童の発言とその発言に

共感，納得した児童の中から６年次の単元授業で自我発達段階が上昇した児童５名についての共感，納

得した理由の記述の例を取り上げて，自我発達段階による捉え方の違いを比較し，表６に整理した。表

６の発言した児童と共感，納得した児童の捉え方の比較によれば，共感，納得した児童の理由の記述に

は発言者の意図した内容を含む場合もあるが，発言者の意図を超えて，それぞれ自身の自我発達段階に

おける見方・考え方から発言を捉え直していることが明らかになった。ただし，マナーズらによる成人

の自我発達段階の上昇を促すプログラムの研究結果によれば発達段階が異なる他者との対話ではなく，

プログラム教材の検討課題が参加者にとって重要と感じられ感情的に関与できるものとなっていること

と参加者の発達段階より１～２段階高い見方・考え方が教材に示されていることが発達段階上昇に有意

な影響をもたらしたとされている１２。実際，児童の発言内容は，教材として用いられたジョブズの生き

方やジョブズの見方・考え方を踏まえたものであり，この教材は担任教師が多くの児童が抱えていた自

信のなさや不安を乗り越えて欲しいという願いを込めて自作したものであることから見て，教材に示さ

れた道徳的問題が児童にとって重要で感情的に関与できるものであるとともに，教材に良心的段階と個 

段階 順応的段階 自意識的段階 良心的段階 個人主義的段階
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表６ 発言に共感，納得した児童の理由と捉え方の比較 

発言した児童の発

達段階と発言内容 
発言に共感，納得した児童の発達段階と共感，納得した

理由の記述内容の例 
発言した児童と共感，納得した児童

の捉え方の比較 

良良心心的的段段階階  

「視野を360度に

広げる」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「スポーツをやる人はできることが多いけどできないこ

ともあります。できることだけを見るのではなく，できな

いをできるに変える努力が大切だと思いました」 

事実だけでなく気持ちも考えるとい

う意味で発言したのに対して，自分

の能力についての見方・考え方を広

げると捉えている。 
良良心心的的段段階階→→個個人人主主義義的的段段階階  

「一つの角度からの見方と全部を見ている人では世の中

の見え方が変わってくる…他の人の考えを違う視点から

みることも大切にしたい」  

事実だけでなく気持ちも考えるとい

う意味で発言したのに対して，他者

の言動の内面的な意味づけに対する

見方・考え方を広げると捉えている 
自自意意識識的的段段階階  

「１つのことから

2 つ以上のことを

学ぶ」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「一しか学べなければそれしか成長できないけれど，視野

を広げいろいろなことを理解すると考える力も知る力も

ついて一石二鳥だからです」 

具体的な知識を学ぶことを意図して

発言したのに対して，学んだ結果身

につく見方や能力を含めて達成主義

的思考に基づいて捉えている 

個個人人主主義義的的段段階階  

「楽しみながら勉

強する」 

自自意意識識的的段段階階→→良良心心的的段段階階  

「勉強を遊びの延長として考えるとめんどうくさい宿題

もやる気になると思ったから」 

自分の強みを活かした学習の工夫と

いう意味で発言したのに対して，外

面的方法として捉えている。 
良良心心的的段段階階→→個個人人主主義義的的段段階階  

「よく私は勉強を後回しにしてやりたいことを最初にや

ってしまうから，何でも楽しく考えて，あきらめず前向き

に捉えたいです」  

自分の強みを活かした学習の工夫と

いう意味で発言したのに対して，自

己の内面的省察に基づいた心構えと

して捉えている。 
 
人主義的段階の見方・考え方が示されていたことによる段階上昇であった可能性が考えられる。 
 
５．成果と今後の課題 

 以上の結果から明らかになった内容として①子どもの道徳科におけるワークシートの記述内容には学

年や道徳科の内容項目，ねらい，教材の違いによらず自我発達段階毎にある程度共通した視点や思考が

見られること，②自意識的段階における水平的成長につながりうる学習活動として，自分なりの見方・

考え方の確立，他者の内面についての類型的理解の拡張，自分の理想と現実を認めて自己の課題に向き

合うこと，が挙げられること，③自意識的段階からの垂直的発達につながりうる学習活動として，自分

の経験との対比から他者の言動の内面的背景についての理解を深めること，自他の共通点と相違点を明

確にして自分の内面的課題を言語化すること，といった自己の内面的課題に向き合う活動を通して自他

の見方・考え方を総合して一般的な人間理解の形成を行うこと，が挙げられること，④良心的段階にお

ける水平的成長につながりうる学習活動として，一般的な人間理解を内面化すること，一般的な人間理

解では捉えきれない他者の見方・考え方の理解を深めること，自分の見方・考え方の狭さや一面性など

の課題に向き合うことで自己理解を深めること，自他の行動の予測や見通しを立てることで自己の目標

を達成すること，が挙げられること，⑤良心的段階からの垂直的発達につながりうる学習活動として，

自分とは異なる他者の見方・考え方，気持ちを他者の事情や状況に沿って理解すること，異なる他者の

よい面と悪い面両面を理解すること，といった自分とは異なる他者に向き合う活動を通して多様性尊重

の意義を理解することが挙げられること，⑥他の児童の発言から受ける影響については，自我発達段階

の上下によらず発言者の意図を超えて，それぞれ自身の自我発達段階の見方・考え方に基づいて発言を

捉え直していること，⑦子どもたちが自分の課題に向き合うことを促す内容の教材を選定することと教

材自体や教材を捉える見方・考え方に子どもたちの発達段階より１～２段階高い見方・考え方を含めて

授業を構成することにより垂直的発達を促すことができると考えられること，が挙げられる。また，発

達モデル図を用いることで多くの児童が自意識的段階にある学級で道徳授業を行う際に、資質・能力面

でのねらいとして，自己の内面的課題に向き合うことと自他の見方・考え方を総合して一般的な人間理

解を形成することに重点を置くことで，良心的段階への発達を促すことができる可能性が示唆された。 
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図４ ６年次の単元授業での発達段階の変化と発言の影響関係 

 

 また，６年次の単元授業では，５時間目の学活で振り返りとして，「友達の考えで特に共感，納得した

こと」についてワークシートに書いており，クラスメートの誰の発言に共感，納得したかが示されてい

る。そのため，６年次の単元授業での発達段階の変化と発言の影響関係について図４のように分析を行

った。図４で丸数字の位置はそれぞれの児童の単元授業当初と終了時の自我発達段階を示し，数字は例

えば 31 であれば自分の発言が 3 名の児童に影響を与え，1 名の他者の発言から影響を受けたというよ

うに，十の位が自分の発言が影響を与えた人数，一の位が他者の発言から影響を受けた人数を示してい

る。複数の児童に影響を与える発言をした児童については丸数字の背景を灰色にしている。矢印の向き

は発言の影響関係を示している。 
まず，背景を灰色にした丸数字の分布から，このクラスに影響力を持つ児童の多くが自意識的段階に

位置すると考えられる。次に，コールバーグの道徳性発達理論では，隣り合う発達段階の考え方を持つ

生徒同士の議論で一段階高い段階へ移行するといういわゆるブラット効果と呼ばれるブラットとコール

バーグによる研究１１が知られている。このブラット効果が自我発達段階にも当てはまるとすれば，図の

矢印は左隣の枠を指すことになる。しかし，図４では，いわゆるブラット効果に該当する矢印は２件見

られるのに対して，ブラット効果とは逆の低い段階から高い段階への影響関係を示す矢印が 13 件見ら

れる。そこで，それぞれ自意識的段階，良心的段階，個人主義的段階の３名の児童の発言とその発言に

共感，納得した児童の中から６年次の単元授業で自我発達段階が上昇した児童５名についての共感，納

得した理由の記述の例を取り上げて，自我発達段階による捉え方の違いを比較し，表６に整理した。表

６の発言した児童と共感，納得した児童の捉え方の比較によれば，共感，納得した児童の理由の記述に

は発言者の意図した内容を含む場合もあるが，発言者の意図を超えて，それぞれ自身の自我発達段階に

おける見方・考え方から発言を捉え直していることが明らかになった。ただし，マナーズらによる成人

の自我発達段階の上昇を促すプログラムの研究結果によれば発達段階が異なる他者との対話ではなく，

プログラム教材の検討課題が参加者にとって重要と感じられ感情的に関与できるものとなっていること

と参加者の発達段階より１～２段階高い見方・考え方が教材に示されていることが発達段階上昇に有意

な影響をもたらしたとされている１２。実際，児童の発言内容は，教材として用いられたジョブズの生き

方やジョブズの見方・考え方を踏まえたものであり，この教材は担任教師が多くの児童が抱えていた自

信のなさや不安を乗り越えて欲しいという願いを込めて自作したものであることから見て，教材に示さ

れた道徳的問題が児童にとって重要で感情的に関与できるものであるとともに，教材に良心的段階と個 
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要旨 
本稿は昭和期日本，特に地方都市・農村における青年期教育について，日本教育史

研究と社会教育史研究とのコラボレーションを企図した研究の一環である。本稿で

は，大戦末期から敗戦直後の青年期教育にとって重要な意義を持つ青年学校の研究

史を社会教育史・日本教育史・私立青年学校・職業教育の観点から検討した。社会教

育研究では青年期教育の展開に位置づける研究が少なかったものの，戦前と戦後の

青年期教育の連続／非連続を問う視点，地域等の実態に応じたバリエーションへの

着目と研究が深化していることが指摘できる。しかし，女子の青年学校の実態研究や

各種学校に転じた青年学校への着目，工場労働者に対するインセンティブあるいは

福利厚生としての役割等青年学校のより詳細な実態や地域青年に対する意味などの

研究が今後の課題として指摘される。 
 

 

キーワード：青年期教育，青年学校，各種学校，定時制高校，実業補習教育 

 

 

１．はじめに 

本稿は昭和期（1920 年代〜1980 年代）の日本，特に地方都市・農村における青年期教育 1)について，

特に地方都市・農村における学校教育を主たる対象としてきた日本教育史研究と，勤労青年教育を主た

る対象としてきた社会教育史研究とのコラボレーションを企図した研究の一環である。 
本研究では，近代以降，たびたび「教育県」と称された長野県と山形県における主に昭和期における

青年期教育の展開とそこにおける「後継者養成戦略」のビジョンの比較をも想定しているが，昨年度来，

特に長野県諏訪地域 2)，すなわち近代以降，製糸業，続いて精密機械産業が展開した工業地域における

青年期教育の実態解明に着手している。昨年度はその実態をとらえるに当たり，まずは諏訪地域の工業

化を進展させた製糸工場における，主に近現代の若年女性労働者（「女工」あるいは「工女」）3)を対象と

した青年期教育の展開に関わる先行研究を整理した（安藤・大蔵・栗山，2022）。結果，近代以降の諏訪

地域に関する製糸工場での教育については，実証的な研究の蓄積が少ないこと，戦後の実態についても，

紡績工場立の定時制高校に関する報告などと比すると,その研究蓄積は厚くはないことがわかった。 
なお，そこでは上記先行研究の整理に加え，昭和戦前期に工場内に設置された青年学校，戦後に至っ

ての各種学校，定時制高校等への進学支援等の勤労青年教育の実態に関して触れ，今後の研究の見通し

と課題とを示した（同上）。そして従前，「女工哀史」的イメージでとらえられることが長く続いた，製

糸工場での「青年期教育」の意味を当事者の視点で位置付け直すことの重要性が認識されたが，ナラテ

ィヴに依拠する方法の限界（客観性／話者の減少）も併せて課題として認識された（同上）。 
 昨年度以来，本研究では長野県岡谷市に存在した製糸工場・合資会社吉田館（1873 年創業，1991 年

製糸業廃業）における青年期教育の実態について解明しつつある。戦前期に同社工場内に公立青年学校

吉田館分教場が，戦後すぐの 1946年には私立吉田館青年学校が設立されている。その後，1948年度か

らの青年学校廃止に伴い同年に各種学校・吉田館自由学園が開設され，1991年の同社における製糸業廃

業まで同学園は存在した。 
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今後の課題として，同じ自我発達段階に留まった子どもについて，具体的な事実と抽象化された見方・

考え方を往還する学習活動や肯定語に変換して具体的な目標設定を促す学習活動を行えば水平的成長や

垂直的成長につながりうるのではないかと考えられる点，および発達モデル図を用いて資質・能力面で

のねらいを設定することで垂直的発達を促すことができる可能性について，実践を通した検証を行うこ

とが挙げられる。また，今回の研究を通して子どもたちが自分の問題として取り組みたくなる課題を教

材として選定することと普段から子どもたちの自我発達段階を把握して授業で１～２段階高い見方・考

え方を提示した上で学習活動を行うことが垂直的発達の促進条件となりうることが確認された。この点

について他の学年や異なる自我発達段階の子どもたちにも適用可能かどうか検証を続けていきたい。 
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